
 

 

第 1224 回例会 2024 年 12 月 10 日 

 

□司  会         杉山  裕君 

□開会点鐘                  吉田  穣君 

□R ソング     「それでこそロータリー」 

□ゲ ス ト 

  上田市多文化共生推進協会 

ＡＭＵコーディネーター 西川衣里子様 

□ラッキー賞 

 提供者 西澤尚夫君 「富山土産」 

   水野泰雄君  合原亮一君 

                

 

                     

          吉田  穣君 
皆さんこんにちは、12 月に入り会長の

任期もようやく折り返し地点まで漕ぎつ

けましたが、そろそろネタ切れです、悩ん

でいます。 

そんな中、先日通勤中の車のラジオで 12 月 5 日

は国際ボランティア・デーという放送がありまし

た。今日はその国際ボランティア・デーについて

少し調べた内容についてお話させていただいたい

と思います。 

国際ボランティア・デーは結構最近で、1985 年

12 月の国連総会で制定されました。目的はボラン

ティア活動の意義を再認識し、社会全体でその活

動を支援するための重要な役割として位置づけて

いるそうです。 

ボランティア活動には、公共性・自発性・先駆

性という基本理念があり、公共性はボランティア

活動が社会全体の利益を考え、地域や国のために

奉仕することを意味します。自発性はボランティ

アが自らの意思で参加し、他社のために何かをし

たいという気持ちから生まれる行動です。そして

先駆性はボランティアが新たな取り組みや解決策

を模索し、社会の課題に対し積極的にアプローチ

する姿勢を表しています。 

これらの理念はボランティア活動が単なる善

意の行為ではなく、社会の発展に寄与する重要な

要素であることを表しています。 

日本においては 1995 年の阪神・淡路大震災がボ

ランティア活動の重要性を再認識させるきっかけ

となりました。この震災では多くのボランティア

が被災地に駆けつけ、様々な支援活動を行いまし

た。この経験から、日本社会におけるボランティ

アの位置づけが変わり、ボランティア活動が日常

的に行われるようになったと言われています。そ

の後の東日本大震災や今年１月に発生した能登の

大地震の際もたくさんのボランティアが現地に赴

き様々な支援活動を展開しました。（能登について

は現在も支援が続いています） 

制度や仕組みも多様化が進み、現地に赴き直接

支援をする人に対してはボランティア 休暇や助

成金制度が設けられました。間接的支援に対して

は募金活動以外にクラウドファンディングやふる

さと納税などを利用した資金援助という選択肢も

増え、より多くの人が参加しやすい環境が整いつ

つあります。 

この国際ボランティア・デーを機に、自分自身

がどのようなボランティア活動に参加できるのか

を考え、行動に移して行きたいと改めて感じまし

た。 

大きな震災や洪水等は無いことを祈るばかり

ですが、自分がいつどこでそういった事態に遭遇

するかは誰にもわかりません。実際に私も東日本

大震災の時は沢山の支援をいただきました。また、

ボランティアは助け合いの精神とも言われていま

す。 

会 ⾧ 挨 拶 

例 会 日 誌 
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この度の国際ボランティア・デーを機に、私も

有事の際は身体が動くうちは現地支援を したい

と考えるようになりました。その時、行けるかど

うかは分かりませんが、私の中では一歩前進なら

ぬ成長です。 

 
 

                                              

生川 秀樹君 

IM・会員セミナーについて次年度当クラブホス 

トとなりますので大勢のご参加をお願いします。 

     

 

 

               町田 文徳君 

吉田 穰君  AMU 西川様本日は六文銭 RC へようこそ。

卓話楽しみにしています。よろしくお願い

します。 

生川秀樹君  風邪を引いて声が出づらいです。皆様に移

さないように気を付けます。 

杉山 裕君  西川様今日はよろしくお願いします。 

松澤一志君  西川様本日はご苦労様でございます。お話

楽しみにしております。 

清水一典君  西川衣里子様本日は宜しくお願い致しま

す。 

宮原宏一君  AMU コーディネーター西川様よろしくお

願いします。 

水野泰雄君  今日は冬晴れ！AMU 西川さんようこそ。今

日はよろしくお願い致します。 

戸堀真澄君  西川さん上田六文銭 RC へようこそ。本日

はお話楽しみにしています。 

 

ニコニコ BOX 喜投額 12/10 17,000 円 

 今年度累計 265,000 円 44.1％ (予算目標 60 万) 

 

 

 

  

上田市多文化共生推進協会 

AMU コーディネーター  

 西川衣里子様 

「世界を旅して、住んでみた。」  
～20 代の頃、私は世界中旅をした～ 

自己紹介:西川 衣里子 
共立女子大学文芸学部  文学専攻  日本文学学士 
富士電機 EIC 勤務を経てネパールの大学へ留学 

AMU コーディネータ―・日本語教師 
【大学生活】  ボート部 360 日合宿生活… 
軍隊みたいな生活でしたが青春そのものでした。 
【訪れた国    14 か国】  
 アメリカ ・  ラオス ・タイ・中国（チベット ） 

ロシア・ インド・ ネパール ・ウズベキスタン ・カザフスタ

ン ・デンマーク・ スウェーデン ・ノルウェー・ドイツ 

【世界に興味を持ったきっかけ】 
９歳の時、母の仕事の都合で２週間アメリカ ロサ

ンゼルスに滞在。 
【ネパールに住んでみる。】ネパールへ留学 
若者が好きそうなアメリカ、ドイツやデンマーク、

ヨーロッパを旅するものの、全くといっていいほ

ど、感動はしませんでした。しかし、出会いは偶

然にも大学の時に訪れました。ボート部で、ボー

トを漕いでいましたが、高校の友達が千葉大学に

通っていて、その大学の国費留学生のネパール人

「ウダヤ」さんと出会ったのです。そこから、な

んとなく、ネパール語を勉強し、卒業旅行でネパ

ールに行きました。今まで、色々な国を旅してき

ましたが、ネパールの空港を降り立ったとたん、

「これだ！！」私が求めていた感覚・匂い、空気、

景色。生きていてよかった！！と魂が響いたので

す。そんな刺激を受け、帰国した私は、会社員へ。

その後「そうだ ネパールへいこう！」と、退職

をし、とりあえず、ネパールの大学へ留学しよう！

と思い立ちました。当時ネパールでは冷蔵庫がな

い、お湯がでない、シャワーがある家はほとんど

ない、洗濯機もありませんでした。ネパールで生

活していて、思ったこと、全部、時間がゆっくり

流れいくことです。現代は情報社会で、みんなと

にかく忙しいです。でも、ネパールでは、ゆっく

りとした時間が流れていきます。 
ネパール人はよくこの言葉を使います。 
ビスターライ。『ゆっくり＝ǒबèतारै』 
人生で悩むことがあれば「ビスターライ」 
慌てることは、ない。ゆっくり考えて、進もう。

いや、進まくてもいいじゃない。 
足踏みでもいいじゃない。ゆっくり考えよう。 
【サンスクリット語    グルジとの出会い】 
『有形の財産「車や家」は 何者かによって壊され

る。しかし、無形の財産「知識」は誰によっても

破壊されることがない。』 
AMU の活動もどうぞ宜しくお願い致します。 
 
 
 

 ベース 欠席 メイク 出 席 率 
本 日  19 4 0 78.95％ 
前々回 15 9 5 73.33％ 

肥田野秀知君 笠原 一洋君 山崎 芳雄君 
西澤 尚夫君 中澤 信敏君 合原 亮一君 

出席・会報・ニコ BOX 報告 

ゲストスピーチ 

12 月 20 日例会予定 

幹 事 報 告 


